
平成 21 年度日本植物病理学会大会のお知らせ

平成 21 年度大会委員長　生井恒雄

平成 21 年度日本植物病理学会大会を下記のとおり開催いたします．会員の皆様には多数ご参加くださいます

ようお願い申し上げます．本大会の案内は日本植物病理学会ホームページ（http://www.ppsj.org/）にも掲載して

あります．なお本大会の講演要旨は，平成 20 年度と同様 MS Word で作成したファイルを電子メールにてお送り

ください．

I．日程と会場（時刻は予定です）

平成 21 年 3 月 26 日（木）  9:15～12:15 開会式，総会，会長講演，学会賞受賞者講演

  13:30～17:30 学術奨励賞受賞者講演，口頭発表

  18:30～20:30 懇親会

 3 月 27 日（金）  9:00～12:00 口頭発表

  13:00～15:00 ポスターセッション

  15:00～18:00 課題別シンポジウム

 3 月 28 日（土）  9:00～12:00 口頭発表

  13:00～15:00 ポスターセッション

  15:00～17:00 市民シンポジウム

  17:00～17:15 閉会式

総会場： 山形県生涯学習センター（遊学館）（http://yugakukan.or.jp/）

 〒 990-0041 山形市緑町 1-2-36　TEL: 023-625-6411　FAX: 023-625-6415

 　　　JR 山形駅前③番乗り場から山交バス「沼の辺」行きで遊学館前下車，駐車スペースはありません．

口頭発表，ポスターセッション，課題別シンポジウム，市民シンポジウム会場：山形大学小白川キャンパス　

〒 990-8560 山形市小白川町一丁目 4-12　TEL: 023-628-4006

JR 山形駅より④番乗り場から山交バス「県庁前」行きで「山形南高校前・山大入口」下車，徒歩 10 分，駐車

スペースはありません．

懇親会会場：ホテルメトロポリタン山形　〒 990-0039 山形市香澄町 1-1-1（http://www.metro-yamagata.co.jp/）

TEL: 023-628-1111　FAX: 023-628-1166

　JR 山形駅舎内です．

II．参加申し込み（オンラインまたは銀行振り込み）

http://www.knt.co.jp/ec/2009/syukubutu/ にて登録（オンライン）してください．または綴じ込みの参加申し込

み用紙に必要事項をご記入の上，ファックス，郵送でもお申し込みいただけます．事前登録の締め切りは平成

21 年 1 月 12 日（月）です．

大会参加費（講演要旨集 1部を含む）は一般 5,000 円，学生 4,000 円，懇親会費は 7,000 円，講演要旨集のみ

希望の場合は 1部 2,500 円です．なお大会参加費は，締切日以降は 1,000 円増となります．

オンライン登録または参加申し込み用紙の受付をもって大会参加の申し込みとします．

大会参加費につきましては，事前登録の締め切り以降に近畿日本ツーリストより請求書をお送りいたしますの

で，確認の上銀行振込で送金してください．クレジットカードでの清算をご指定の場合は 2月上旬に課金をいた



します．参加の申し込みをされた方には，3月上旬に講演要旨集および名札をお送りします．この名札は領収書

を兼ね，当日受付係に持参すると名札ケースをお渡ししますので大会参加期間中は必ず携行してください．参加

取り消しは 2月末日までとさせていただきます．

なお，本大会における個人情報の取り扱いについては http://www.knt.co.jp/ec/2009/syukubutu/　に記載してお

ります．

III．講演発表（口頭発表とポスターによる発表）の申し込みと講演要旨原稿の作成

講演発表は口頭とポスターの両形式で行います．講演要旨申し込みの際にご希望の発表形式を記載してくださ

い．平成 21 年度は講演の約半数をポスターで行う予定です．プログラムの編成上ご希望に添えず，どちらかに

変更していただく場合がありますので，あらかじめご了承ください．発表形式はプログラム（ホームページにも

掲載）によってご確認ください．なお，講演発表ができるのは日本植物病理学会会員（平成 21 年度会費納入者）

で一人 1題のみとします．発表を申し込む場合には学会会員番号が必要ですので，平成 21 年度の会費を納入の

上でお申し込みください．発表希望者は，講演要旨原稿を次頁の例を参照の上作成要領に沿って MS Word ファ

イルで作成し，E メールに添付して，平成 21 年 1 月 12 日（月）17 時までに大会プログラム担当専用メールア

ドレス（psjh21ab@iwate-u.ac.jp）にお送りください．1月 12 日（月）以降の受付はいたしません．送信メー

ルの表題は，必ず「平成 21 植物病理学会 -発表者氏名」（次項の例では H21 植物病理学会 -西澤洋子）として，

取りまとめないで一人 1題ずつ送付して下さい．

講演要旨原稿の送付がそのまま講演発表の申し込みになります．ファイル名は「発表者氏名」＋［.doc］とし

てください（次頁の例では，西澤洋子 .doc）．なお，講演要旨原稿の Word ファイルは，各自で保存しておいて

ください．1月 26 日（月）までに受領のメールを返信いたします．1月 26 日（月）までに受領のメールが届か

ない場合は 1月 27 日（火）までに必ずプログラム委員長（岩手大学　吉川信幸　TEL: 019-621-6150，E メール : 

yoshikawa@iwate-u.ac.jp）に問い合わせてください．1月 27 日（火）までに問い合わせのない講演要旨の受付

はいたしませんのでご注意ください．

なお，Word ファイルによる原稿作成・E メールによる送付ができない場合は，ワープロ等で下記の要領で（和

文講演者氏名から所属略称までが縦 73 mm，横 161 mm の枠に収まるように）原稿を作成して，プリントアウ

ト 3部を平成 21 年 1 月 12 日（月）必着で大会プログラム担当（岩手大学　吉川信幸　〒 020-8550 盛岡市上田

3-18-8）へお送りください．

講演要旨集は A4 変形版（学会誌と同じ大きさ）で，1頁に 3題の要旨を掲載する予定です．また，講演要旨

は座長などによる審査の後に，「日本植物病理学会報」に掲載されます．

Word ファイルによる講演要旨の作成要領

Word を起動し，「用紙」を A4 縦方向にする．「フォント」を日本語用は平成明朝または MS 明朝，英数字用は

Times New Roman，スタイルを標準，サイズを 9にする．「余白」を上 15 mm，下 30 mm，左 25 mm，右 25 mm

とし，「文字数」を 50，「字送り」9 pt，行数を 51，「行送り」を 14 pt にする．全角の英数字は使わない．「配置」

は「両端揃え」に，句読点は「，」と「．」とする．題目，本文中とも，学名などを必要に応じイタリックにする．

和文講演者氏名（1 行）：講演者が複数の場合は中点で区切り，発表者名の前に○印を付ける．所属が異なる場

合は，*，** 印を付ける．

和文題目（2 行以内）：フォントは平成角ゴシックまたは MS ゴシックとする．

英文講演者氏名と英文題目（2 行以内）：氏名は family name, first name initial, middle name initial の順に書き，

first name initial, middle name initial の間にはスペースを空けない．タイトルとの間は，コロン（：）で区切る．

本文：9行以内で記載する．

所属略称：（1行）：行スタイルを「右揃え」に変更．中点で区切り，必要があれば *，** 印を付ける．

発表希望分野：「菌類病」，「ウイルス・ウイロイド病」，「細菌・ファイトプラズマ病」，「植物保護」の中から 1

つを選択してください．



発表内容：「分類・同定」，「検出・診断」，「病原体の性状」，「発生生態」，「感染生理」，「病原性・抵抗性」，「防

除薬剤・薬剤耐性」，「生物防除・防除法」，「その他」の中から 1つを選択してください．ただし「その他」の

場合には，内容を示すキーワードを付記してください．

対象植物：カタカナで記載してください．

対象微生物：和名または学名で記載してください．

発表者の氏名

発表者の E メールアドレス

発表者の学会会員番号：会員番号は学会報送付時の封筒の宛名シールに記載されています．平成 21 年度学会費

未納の方は，至急会費をお支払いください．

講演発表方法の希望：「口頭発表」，「ポスター発表」，「口頭発表でもポスター発表でも可」のうちいずれかを記

載してください．なお，学生会員の発表は，ポスター発表に限らせていただきます．

菌類病

感染生理

イネ

イネいもち病菌

西澤洋子

xxxx@xxx.xxx-u.ac.jp

発表者の学会会員番号

口頭発表でもポスター発表でも可

学生優秀発表賞の選考について

学生の発表者で，学生優秀発表賞の選考を希望される方は，講演要旨送付時の送信メール表題の発表者氏名の

後に（学生）を入れて下さい（次頁の例では，H21 植物病理学会 -猿田正恭（学生））．また，講演要旨の発表者

名の前に●印を付けて下さい（次頁の例を参照）．両記載のない場合は「選考希望なし」と判断いたします．また，

すでに学生優秀発表賞を受賞されたことのある方は，選考の対象にはなりません．

平成 21 年度はポスター発表に限り受賞の対象にさせて頂きますのでご了承ください．

猿田正恭・○西澤洋子 *・加来久敏 *・日比忠明

1,3; 1,4-β- グルカナーゼ遺伝子（Gns1）を過剰発現する組換えイネにおけるイネいもち病菌とイネ白葉枯病菌に対する過敏

感反応

Saruta,M.,Nishizawa,Y.,Kaku,H.and Hibi,T.: Hyperresponse to Both Blast and Bacterial Leaf Blight in Transgenic Rice P1ants 

Overexpressing the 1,3; 1,4-β-Glucanase Gene（Gns1）．

Gns1遺伝子を過剰発現させた組換えイネでは，イネいもち病菌の接種により小褐点が形成され，非組換えイネに比べて進展型

病斑数が減少する（中園ら，2000）．本組換えイネ系統は通常の生育条件下においても Gns1遺伝子の発現量に相関して小褐点

（疑似病斑）を形成する．そこで，イネいもち病菌とは感染機作の異なるイネ白葉枯病菌に対する反応を剪葉接種約 10 日後に

観察したところ，感染部の褐変を伴う病斑長の著しい減少が認められた．次に，5~6 葉期のイネの葉身における PR-1 および

PBZ1 遺伝子の発現を解析したところ，組換えイネでは疑似病斑出現前から非組換えイネと比較して両遺伝子の発現量が若干多

く，病斑出現後には著しく増加した．また，いもち病菌接種後の組換えイネでは，両遺伝子の発現が非組換えイネの場合より

も早期に誘導された．以上から，Gns1過剰発現組換えイネが示す病害抵抗性の増強には，イネの過敏感反応およびそれに伴う

PR-1 などの防御応答遺伝子の発現が関与している可能性が示唆された．

（東大院農・* 生物研）



菌類病

感染生理

イネ

イネいもち病菌

猿田正恭

xxxx@xxx.xxx-u.ac.jp

発表者の学会会員番号

ポスター発表

IV．講演発表（口頭発表とポスターによる発表）

平成 21 年度大会では前述のように口頭発表とポスターによる発表を行います．口頭発表は討論時間を含めて

12 分程度を予定していますが，講演数によって変更することがあります．口頭発表はすべてパワーポイントに

よる講演といたします．また，ポスターによる発表は，ポスターセッションの時間に自分のポスターの前に立ち，

質疑に応じてください．ポスターの番号により，説明時間が決められておりますので注意してください．

ポスターは縦 110 cm ×横 90 cm 以内（1枚）で作成してください．当日はポスター番号を表示しますので，

ポスター左上部に縦 5 cm ×横 10 cm のスペースを空けた形で，タイトル・発表者・所属を上部に表示してくだ

さい．会場には画鋲などの展示用具は準備します．詳細については学会ホームページ（http://www.ppsj.org/）を

ご覧ください．

V．宿泊と交通

大会事務局としては特に宿泊・交通の斡旋はしていませんので各自でお手配をお願いいたします．なお，近

畿日本ツーリスト株式会社山形支店では宿泊の斡旋を行う予定ですのでホームページ（http://www.knt.co.jp/

ec/2009/syukubutu/）をご覧ください．

VI．昼食・弁当

山形大学小白川キャンパスには学生食堂がありますので，とくにお弁当の予約販売はいたしません．

VII．大会事務局

平成 21 年度大会のお問い合わせは，大会事務局（山形大学　長谷　修，生井恒雄）へお願いいたします．講

演要旨のお申し込み，お問い合わせは大会プログラム担当（岩手大学　吉川信幸）へお願いいたします．

●猿田正恭・西澤洋子 *・加来久敏 *・日比忠明

1,3;1,4-β- グルカナーゼ遺伝子（Gns1）を過剰発現する組換えイネにおけるイネいもち病菌とイネ白葉枯病菌に対する過敏感

反応

Saruta,M.,Nishizawa,Y.,Kaku,H.and Hibi,T.: Hyperresponse to Both Blast and Bacterial Leaf Blight in Transgenic Rice P1ants 

Overexpressing the 1,3; 1,4-β-Glucanase Gene（Gns1）．

Gns1遺伝子を過剰発現させた組換えイネでは，イネいもち病菌の接種により小褐点が形成され，非組換えイネに比べて進展型

病斑数が減少する（中園ら，2000）．本組換えイネ系統は通常の生育条件下においても Gns1遺伝子の発現量に相関して小褐点

（疑似病斑）を形成する．そこで，イネいもち病菌とは感染機作の異なるイネ白葉枯病菌に対する反応を剪葉接種約 10 日後に

観察したところ，感染部の褐変を伴う病斑長の著しい減少が認められた．次に，5~6 葉期のイネの葉身における PR-1 および

PBZ1 遺伝子の発現を解析したところ，組換えイネでは疑似病斑出現前から非組換えイネと比較して両遺伝子の発現量が若干多

く，病斑出現後には著しく増加した．また，いもち病菌接種後の組換えイネでは，両遺伝子の発現が非組換えイネの場合より

も早期に誘導された．以上から，Gns1過剰発現組換えイネが示す病害抵抗性の増強には，イネの過敏感反応およびそれに伴う

PR-1 などの防御応答遺伝子の発現が関与している可能性が示唆された．

（東大院農・* 生物研）



平成 21 年度日本植物病理学会大会事務局

〒 997-8555 山形県鶴岡市若葉町 1-23

山形大学農学部生物生産学科　植物病理学研究室内

TEL & FAX: 0235-28-2842（長谷　修）　E メール：s.hase@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp

TEL & FAX: 0235-28-2849（生井恒雄）　E メール：tnamai@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp

大会プログラム担当

〒 020-8550 盛岡市上田三丁目 18-8

岩手大学農学部農学生命課程　植物病理学研究室内

TEL & FAX: 019-621-6150（吉川信幸）E メール：yoshikawa@iwate-u.ac.jp



山形市までの交通手段

会場には駐車スペースはありません．

会場周辺案内図










